
書籍、デジタルを問わず、 
情報は誤りや偏りがあるかもしれないことを 

念頭に置いて利用すること



いつ
どこで
だれが（専門的訓練は？）

何を情報源として（１次？２次？３次？）

何の目的で
どのような情報を
どのような表現方法（独自、リンク、まとめ等）
サイトの特質
対応テーマ

【インターネットのサイトの場合】 
手軽さ 

応答性のよさ



全国紙 地方紙 専門紙

いつ ニュースソース発生時 ニュースソース発生時 ニュースソース発生時

どこで 現場主義 現場主義 現場主義
だれが 

（専門的訓練）
記者 

（専門的訓練）
記者 

（専門的訓練）
記者 

（専門的訓練）

何を情報源として
取材 

（記者クラブ問題）
取材 

（記者クラブ問題） 取材

何の目的で
全国読者に伝えるため 
（社会的使命）

地域読者に伝えるため 
（社会的使命）

専門主題に関心をもつ
読者に伝えるため

どのような情報を 取材した情報 取材した情報 取材した情報

どのような表現方法
新聞紙面 

（デジタル版も）
新聞紙面 

（デジタル版も）
新聞紙面 

（デジタル版も）

特質

速報性は、デジタルメ
ディアには劣るが、訓
練を受けた専門記者が
取材・表現した情報が
得られる（四大紙）。

その地域固有のニュー
スを知る事ができる。
（例：日本海新聞）

専門紙が対象とする主
題について知る事がで
きる（例：日本教育新聞＝教
育情報、交通新聞＝交通・観
光・運輸情報etc） 

対応テーマ
全国的に知られた事件
（政治・経済・社会、諸
外国の出来事を含む）、
事故、出来事等

地域で話題となった事
件（政治・経済・社
会）、事故、出来事等

専門紙が主題とする出
来事で、日報性の高い
もの。

【新聞の場合】



一般誌（総合誌） 地方雑誌（総合誌） 専門誌

いつ ニュースソース発生時 ニュースソース発生時 ニュースソース発生時

どこで 直接取材等 直接取材等 直接取材等
だれが 

（専門的訓練）
記者 

（専門的訓練）
記者 

（専門的訓練）
記者 

（専門的訓練）

何を情報源として 取材等 取材等 取材等

何の目的で 購読読者に伝えるため
（地域の）購読読者に

伝えるため
専門主題に関心をもつ
読者に伝えるため

どのような情報を 取材した情報 取材した情報 取材した情報

どのような表現方法
雑誌紙面 

（デジタル版も）
雑誌紙面 

（デジタル版も）
雑誌紙面 

（デジタル版も）

特質

訓練を受けた専門記者が
取材・表現した情報が得
られる。速報性は低い
が、特定事件、種代等に
ついて、詳しく掘り下げ
た情報が得られる。

その地域固有のニュー
スで、詳しく掘り下げ
た情報が得られる。

専門誌が対象とする主題
について詳しく知る事が
できる（例：『初等教育
資料』『文藝春秋』『ベ
ースボールマガジン』
etc） 

対応テーマ
全国的に知られた事件
（政治・経済・社会、諸
外国の出来事を含む）、
事故、出来事等

地域で話題となった事
件（政治・経済・社
会）、事故、出来事等

専門紙が主題とする出
来事で、購読読者層に
訴える主題。

【雑誌の場合】



辞典・事典 年鑑 統計 地図 年表

いつ 適時 定期 定期・適時 適時 適時

どこで
だれが 
（専門的訓

専門家（有識
者・編集者等）

専門家（有識
者・編集者等）

専門家（有識
者・編集者等）

専門家（有識
者・編集者等）

専門家（有識
者・編集者等）

何を情報源と
して １次資料利用

統計等の取材
データ 取材データ

地理情報（国土
地理院提供）等 １次資料等

何の目的で
学術研究成果
を公開するた

め

特定主題につ
いて広く知らせ
るため

特定主題につい
て、わかりやす
く知らせるためどのような情

報を
1・2次情報創
出・利用

2次情報利用 2次情報利用
どのような表
現方法

学術誌、専門
書 

（デジタル版

書籍（デジタル
版も）

書籍（デジタル
版も）

特質

訓練を受けた著
者が研究・取
材・表現した情
報が得られる。
特定主題につい
て、新しい知見
や、詳しく掘り

話題となった
主題について

広く話題とな
り、多くの人が
知りたいと考え
るような主題
で、その主題に
ついてわかりや

対応テーマ 学術的主題、専
門的主題

話題になった
主題等

広く話題になっ
た主題等

【書籍（参考図書）の場合】



専門書（学術書等） 一般書 入門書

いつ 適時 主題が話題になった時等 主題が話題になった時等

どこで
だれが 

（専門的訓練）
専門家（研究者等） 主題について書ける人※ 主題についてわかりや

すく書ける人※

何を情報源として 研究によって 研究成果を利用して 研究成果を利用して

何の目的で
学術研究成果を公開す

るため
特定主題について広く
知らせるため

特定主題について、わか
りやすく知らせるため

どのような情報を 1・2次情報創出・利用 2次情報利用 2次情報利用

どのような表現方法
学術誌、専門書 
（デジタル版も） 書籍（デジタル版も） 書籍（デジタル版も）

特質

訓練を受けた著者が研
究・取材・表現した情報
が得られる。特定主題に
ついて、新しい知見や、
詳しく掘り下げた情報が
得られる。

話題となった主題につ
いて

広く話題となり、多くの
人が知りたいと考えるよ
うな主題で、その主題に
ついてわかりやすく説明
したもの 

対応テーマ 学術的主題、専門的主題 話題になった主題等 広く話題になった主題等

【書籍（図書）の場合】


